　「The Monomyth」訳本
　「Monomyth」

　著者：不明

　「Mundusに於いて闘争と不同は変化を齎すものであり、変化はElfの軍勢の極めて神聖なるものである。変化は焦点あるいは起源を持たない力である」――Oegnithr、Taheritae、PSJJJJ結社
　手短に言えば、人間とAldmerに於ける世界観の分裂は、神に対する定命なる者の関係〔に由来するもの〕である。人間は、自身が不死なる者達によって創造されたという慎ましやかな立場を採用する。一方、Aldmerは、その不死なる者達が自身の祖先であると主張する。大した差異であるようには思われないけれど、しかし、それは、その他の両者の異なる神話を特色づける差異である。
　あらゆるTamrielの宗教は同様に始められている。人間にせよElfにせよ、“Anuと彼以外”という二元論から事物は始まる。これらの対の力は多数の名前によって知られている。すなわち、AnuとPadomay、AnuielとSithis、 AkとEl、SatakとAkel、“それであること”と“それでないこと”などである。Anuielは〈永久なる無上の光明〉〔Everlasting Ineffable Light〕であり、Sithisは〈堕落せる得も言われぬ作用〉〔Corrupting Inexpressible Action〕である。両者の中間の存在が〈灰色の蓋然性〉〔Gray Maybe〕（Ehlnofexに於ける“Nirn”）である。
　ほとんどの文化に於いて、世界を創造する相互作用という役割を果たすAnuielは栄誉を与えられているが、反応を引き起こす存在である故にSithisは極めて大きな尊重を集めている。それ故に、Sithisは〈原初の創造者〉〔Original Creator〕であり、計画なくして本質的に変化を引き起こす実在である。歴史家でさえも、この存在を容認している。
また、Sithisが混沌として捉えられるのに対して、Anuielは秩序として捉えられる。しばしば神話に於いてSithis の気まぐれの背景にAnuielが追い遣られていることから、恐らく定命なる者にとっては完全なる静止よりも変化の方が思い描き易いのだろう。世界中でも極めて生き生きとした伝承の１つであるYokudaの民話によれば、Satakは “ざわめき”〔Hum〕と僅かに言及されているに過ぎない。その地では、彼は決して広く知られている力ではないのである。
　何れにせよ、これらの２つの存在から、et'Adaたち、あるいは〈原初の精霊たち〉〔Original Spirits〕〔※１〕は生じることになる。そのet'Adaたちは、人間にとって神と悪魔であり、AldmerにとってAedraとDaedra、あるいは先祖たちである。あらゆるTamrielの万神殿は、その神の構成は文化によって異なることが多いけれど、これらのet'Adaたちから始めて神の名簿を満たしている。ただし、これらの万神殿の名簿の何れにも、AnuとPadomayの〔含まれている〕ように、〈竜神〉〔Dragon God〕と〈不在の神〉〔Missing God〕の原型は含まれている。
　〈竜神〉と〈不在の神〉
　〈竜神〉は常に時間と関係づけられており、一般的に“最初の神”として崇拝されている。しばしば、「その彼の止まり木が永遠性から１日を与えた」Akatoshの名で呼ばれている。彼はCyrodiil帝国の中心的神格である。
　〈不在の神〉は常に〈定命の次元〉〔Mortal Plane〕と関係づけられており、人間とAldmerの分裂に関して鍵となる存在である。その“不在”は、万神殿に於ける明らかな彼の不在（他の心的苦痛は多様に解釈される）、あるいは、彼の“神の火花”〔divine spark〕が他の不死なる者達によって取り去られたことを指し示すものである。しばしば彼はLorkhanと呼ばれており、等しく呪わしくも敬虔でもある彼の墓碑銘は数多い
　まだTamrielと〈定命の次元〉は存在していないことに注意せよ。依然として、〈灰色の蓋然性〉は〈原初の精霊たち〉の活動の場である。ある精霊たちは更にAnuの光明と結び付いており、他の精霊たちは未知の虚空と結び付いている。彼らの不断の流動と相互作用は自身の数を増大させて、彼らの個性は長らく凍りついていた。Akatoshが現れて時間が始まると、ある精霊たちにとっては、過去と未来と共に存在するものとして自身を捉えることが容易になった。識別され得る精霊たちの中でも極めて強大であるものは具体化していった。すなわち、Mephala、Arkay、Y'ffre、 Magnus、Rupgtaなどである。他の精霊たちは、概念、観念、あるいは感情に留まった。これらの中でも極めて強大なる１個の精霊、すなわち、他者によってLorkhanと呼ばれる辛うじて形を成す衝動は、Mundusすなわち〈定命の次元〉を創造するための計画を詳細に述べた。
　Redguardという例外は存在するけれど、人間たちは、この振る舞いを神の慈悲として、下級の被造物が不死性に到達することを可能にする啓蒙として捉えている。Dark Elfという例外は存在するけれど、Aldmerたちは、この振る舞いを冷酷なる詐欺として、自身と精霊の次元との接続を断ち切る悪戯として捉えている。
　Aurbisの神話
　『Psijicsの代償』〔"The Psijiic Compensation"〕と副題の付けられた『神話のAurbis』〔"Mythic Aurbis"〕は、Uriel Vによる華々しい初期の治世の頃に、その皇帝に対してAldmerの宗教的基礎を説明するためにArtaeumの護教論者によって著されたものである。その著書はLorkhanという観念――Cyrodiilの人々は依然として神々の不在なる兄弟という“Shezarr”として尊重していた――に対する如何なる非難も偏見も控え目に避けている。それにも関わらず、Psijiicたちは長老の観点を巧みに要約しており、ここでの我々の目的にも役立つものだろう。本版は、帝国神学校の文書館に保管されていた、無名の書記による手稿を原本にしている。
　〈神話のAurbis〉〔Mythic Aurbis〕は存在している。そして、限り無い昔から、想像上の〈不自然なる領域〉〔Unnatural Realm〕として存在してきた。
　“Aurbis”は、知覚不能である〔日食・月食の〕〈半影〉〔Penumbra〕、すなわち、Anu とPadomayという“それであること”と“それでないこと”の間に位置する〈灰色の中心〉〔Gray Center〕を意味する言葉である。それは、他の更に小さな構成された形態のみならず、AetheriusとOblivionの多数の領域もまた含んでいる。
　〈神話のAurbis〉の魔術的存在たちは長年に亘って生きており、神話の諸類型を創り出す物語調の複雑なる生を送っていた。
　これらは、不死なる両極性の小片から構成される精霊たちであった。これらの内の最初の存在が〈時の竜〉〔Time Dragon〕のAkatoshであり、その構造が、その他の精霊たちが自身を構成することを容易にした。神々と悪魔たちは、形を成して、更に形を成して、子を成した。
　ついに、〈神話のAurbis〉の魔術的存在たちは最後の物語を語った。すなわち、彼ら自身の死である。ある者達にとって、これは、世界が具体的かつ非魔術的な物質に変容することであった。その他の者達にとって、これは、そこで一切が殺されて彼らの死体が世界の物質になるような、１つの戦であった。それにも関わらず、その他の者達にとって、これは、結婚して親になるという浪漫に溢れることであり、親の精霊たちと共に自然のままに死んで後を継ぐ定命の種族たちに道を譲らねばならないことであった。
この共同体の決定の代理人が、ほとんどの初期の神話によってトリック・スターあるいは詐欺師として不当に非難されているLorkhanであった。この物語に関して更に同情的である解釈は、〈定命の次元〉の存在する理由が何れにせよLorkhanであることを指摘している。
　魔術的存在たちは、彼ら自身の姿形に於いて、定命なるAurbisの種族たちを創造した。意識的に芸術家あるいは工芸家として、あるいは、その中から定命なる者達が湧き出でるところの肥沃なる腐敗物質として。あるいは、その他の似通った多様なる観念〔senses〕に於いて。
　それから、魔術的存在たちは死んでet'Adaたちになった。et'Adaたちは、定命なる者達によって、神々・精霊・Aurbisの守護神として認識・崇拝される存在である。その死を通じて、これらの魔術的存在たちは、〈不自然なる領域〉に於ける他の魔術的存在たちから実際のところ自身を分断した。
　この時に、精霊たちと神々がOblivion界あるいは〈Padomayの虚空〉〔Void of Padomay〕に極めて近接した領域に順応することによって、Daedraが創造されもした。この一幕が〈神話の（Merethicの）時代〉〔Mythic（Merethic）Era〕の始まりである。それは、最初期の定命なる者達によって多様に――喜ばしい“第二の創造”として、あるいは、（とりわけElfたちによって）神からの痛ましい破砕として――理解されてきた。この出来事の張本人は何時でもLorkhanである。
　Lorkhan
　この創造者、トリック・スター、試験者である神格は、あらゆるTamrielの神話的伝承に登場している。彼の最も知られている名前は、Aldmerによる“Lorkhan”、あるいは〈宿命の鼓〉〔Doom Drum〕である。彼は〈始原の精霊たち〉〔Original Spirits〕を説得あるいは教唆して〈定命の次元〉〔Mortal Plane〕を創造させた。そして、ちょうど彼の父なるPadomayが〈始まりの場所〉〔Beginning Place〕に於ける世界へと不安定を導いたのと全く同様に、Lorkhanは現状を転覆させた。そして、世界が具体化すると、（時には不本意に）彼の神の中心から分かたれて、Lorkhanは放浪しながらet'Adaたちを創造した。これらの出来事の解釈は、文化ごとによって大きく異なっている。下記は、よく知られているものである。
　Yokudaの「世界の皮なるSatakal」〔"Satakal the Worldskin"〕
　注釈：この部分は、「Yokuda（Redguard）の創造神話」として知られているものである。
　「Satakは、〈以前〉〔Before〕より訪れた蛇、すなわち〈最初の大蛇〉〔First Serpent〕であった。そして、あらゆる諸世界は、その鱗の放つ微光の内に安らっていた。しかし、それは極めて巨大であり他には何物も存在していなかったので、それが何重にもトグロを巻くと、諸世界は相互に交わるように滑っていって、吸い込む余地も吸い込まれる余地さえも何物にも存在していなかった〔行き場は存在していなかった〕。そこで、自身たちを助けてくれる、自由にしてくれる何らかの存在を諸世界は呼ばわったけれど、しかし、もちろん〈最初の大蛇〉の外側には何物も存在していなかったので、その内側より救済は訪れなければならなかった。すなわち、これが〈空腹〉〔Hungry Stomach〕のAkelである。Akelが自身を知らしめると、それが何であるのかについてSatakは考えることが可能であるに過ぎなかった。それは、最上の空腹であった。そして、それは食べに食べた。間も無く、諸世界の内に生存のために充分である余地が生じて、そして、事物たちは始まった。これらの事物たちは新しくて、しばしば誤謬を犯した。何故なら、その以前には、事物たちであることを訓練する時間は殆ど存在していなかったからである。そして、ほとんどの事物たちは、早々に終わったり、良くなかったり、自身を捨て去った。ある事物たちは、今まさに始まろうとして、しかし、それらをSatakが肉体の一部としたので食べられてしまった。これは暴力的時間であった。
　すぐさま、Akelは自身の心臓をSatakに咬ませた。それは終焉であった。しかし、死に於いてさえも空腹は停止を拒んだので、〈最初の大蛇〉は脱皮して新しくなり始めた。古の世界は死に絶えてSatakalが始まった。そして、この模範を事物たちが認識した時には、その世界に於ける自身たちの役割が何であるのかについても認識した。それらの事物たちは、Ruptgaあるいは Tuwhaccaのように名前を取り始めて、そして、自身たちの血族を捜して周囲を闊歩した。Satakalが繰り返し自身を食べていくに連れて、極めて強大である精霊たちは、奇妙な角度での運動によって〔脱皮の〕サイクルを迂回する術を身に着けた。彼らは、世界の皮の間を闊歩する方法、この手順を〈放浪〉〔Walkabout〕と呼んだ。Ruptgaは極めて巨大であったので、彼よりも虚弱である精霊たちが道を見つけ易いように、空に星々を置くことが可能であった。この行為〔道を見つけること〕は精霊たちにとって容易になって、その空は、〈彼方の岸〉〔Far Shores〕と呼ばれる場所に、そして、次の皮〔を脱ぐ時〕まで待つ時間になった〔※２〕。
　Ruptgaは幾つものサイクルを通じて多数の子供を成して、そして、〈ノッポの父さん〉〔Tall Papa〕として知られるようになった。他の精霊たちのために、虚空を地図で示すための星々を彼は置き続けていった。しかし、極めて多数のサイクルの後では、ほぼ手助けの間に合わない程に精霊たちの数が多くなってしまった。過去に脱ぎ捨てられた皮の破片を用いて、彼は自身の手によって１匹の援助者を作り上げた。これがSepあるいは〈第二の大蛇〉〔Second Serpent〕 である。Sepは自身の内に依然として〈空腹〉の大部分を残されていたので、多様なる皮から多様なる空腹が生まれた。彼は余りにも空腹であったため、しっかりと物事を考えられなかった。時には助けるべき精霊たちを彼が食べてしまいそうになって、その時には、いつでも〈ノッポの父さん〉が〔Sepの〕中に入って外へ引き戻すものであった。ついに〈ノッポの父さん〉の援助に嫌になってしまって、Sepは古い皮の残りを集めていくと、「こうして古い世界から新しい世界を作り出すことが、それが、諸君が新しい世界に到達するための方法である」と精霊たちに請け合い彼らを欺いて援助させて、それらの残りを１個の球に丸めあげた。これらの精霊たちは、その方法が更に易しいので、このような生存の方法を極めて好んだ。〔かつてのように〕場所から場所へと跳び移ることは無くなるのである。これこそ良い考えであると信じて、多数の精霊たちが加わった。〈ノッポの父さん〉は、ただ首を横に振るだけであった。
　すぐさま、皮球の上の精霊たちは死に始めてしまった。何故なら、Satakalという現実世界から、彼らは余りにも遠く離れていたからである。そして、〈彼方の岸〉へと跳んでいくのには、もはや余りにも遠すぎることに気づいた。残された精霊たちは、〈ノッポの父さん〉が自分たちを引き戻してくれるように嘆願した。しかし、厳格なるRuptgaは、そのようには決してしなかった。そして、もはや星々の後に従って〈彼方の岸〉に向かうための新しい方法を学ばねばならない、そのように精霊たちに告げた。それが不可能であるならば、子供たちを通じて彼らは生き長らえねばならず、その暮らしぶりは以前とは異なるものであるのだ。しかし、Sepには更なる罰が必要であったので、その蛇を〈ノッポの父さん〉は巨大な棒でもって叩き潰した。死んだSepの口の中から空腹が落ちてきて、それが、〈第二の大蛇〉が残した唯一の存在になった。新世界の残りは、神性に復帰するように尽力することが許されている。その一方で、Sepは、死んだ皮の中をコソコソと動き回っているか、空を泳ぎ回っているか、それらが可能であるだけだ。そして、その空腹なる虚空は星々を食べてしまおうと嫉妬ぶかく試みているのである」
　Cyrodiilの「Shezarrの歌」〔"Shezarr's Song"〕
　注釈：この部分は、「Cyrodiilの創造神話」として知られているものである。
　「これは、Shezarrが神々に話して聞かせた新しい事柄であった。それは、成功の保証も無いにも関わらず、彼らが責任ある父親と母親になって多大なる犠牲を払うことであった。しかし、Shezarrは美しく語ってみせたので、神秘と落涙を越えて彼らは感動した。こうして、Aedraたちは、自身たちの部分から成る世界・動物・生物を自由に生み出した。この自由なる誕生は極めて痛ましいものであり、そして、彼らは日々の始まりから生きてきたので、その誕生の後には、もはやAedraたちは若年でも壮健でも強大でもなかった。
　あるAedraたちは、Shezarrが自身たちを欺いて悪戯を仕掛けたのだと感じて、それらの損失に失望と苦渋を覚えてShezarrと全創造に腹を立てた。Auri-Elによって率いられていた、これらのAedraたち、すなわちAldmerの神々は、弱体化してしまった自身たち、そして、自身たちが創造したものに嫌悪感を抱いていた。「今現在、そして、あらゆる時に於いて、何もかも駄目になってしまった。我々に可能であることの大抵は、品位と威厳と共に苦難を受ける術をElfの種族に教えること、自身たちの愚行を自戒すること、そして、Shezarrと彼の同盟者に復讐することである」こうしてElfの神々は陰鬱であり復讐を胸に抱いており、そして、こうしてElfたちは〔自身たちが〕定命であることに絶えず不満を感じており、この冷酷にして〔自身たちに〕無関心である世界の苦難に対しても常にプライドを崩さずに禁欲的であるのだ。
　その他のAedraたちは、この創造を眺めて非常に喜んだ。Akatoshによって率いられていた、これらのAedraたち、すなわち人間と獣人の神々は、自身たちの被保護者である定命の種族を賞賛して大切に育てた。「我々は何時でも苦難を受けて磨り減ってきた。しかし、我々の作り出した定命の世界は素晴らしい、我々の心と魂を希望でもって満たしてくれる。よく生きるための、美と名誉を大事にするための、我々が彼らを愛するように愛し合うための術を、定命の種族に教えさせて欲しい」こうして人間の神々は優しく忍耐づよくて、そして、こうして人間と獣人は歓喜あるいは苦難に対して直情的であり〔great in heart for joy or suffering〕、更に優れた知恵と世界に対して野心的であるのだ。
　さて、Daedraの貴族たちがShezarrの言葉を聞いた時には、彼らはShezarrと他のAedraたちを嘲った。「自分の一部を切り離すだと？　そして、それを失ってしまうだと？　永遠に？　馬鹿馬鹿しい！　惨めな連中だな！　我々はお前たちよりもずっと気が利いているからな、自分を材料に新世界を創り出すが、しかし、それを切り離さないし、それ〔新世界の住人〕が自分を馬鹿にするような真似は許さない。この世界は我々の内に創り出されるのだ。それは、永遠に我々のもの、我々の完全なる支配下に置かれるものだ」
　そして、Daedraの貴族たちはDaedraの領域と、高いものであれ低いものであれ、下級Daedraの全階級を創造した。そして、その大部分に関して、この取り決めにDaedraの貴族たちは非常に喜んだ。何故なら、彼らは、崇拝者と召使と慰みものを何時でも手近に置くことになったからである。しかし、同時に、時には〈定命の領域〉〔Mortal Realms〕を羨んで眺めた。何故なら、定命の者達は不潔で虚弱で卑劣であるけれど、彼らの情熱と野心は下級Daedraの滑稽な仕草よりも、ずっと驚くべきものであり興味ぶかいものであったからだ。そこで、Daedraの貴族たちは、とりわけ情熱と精力に溢れているような、〈定命の種族〉〔Mortal Races〕の面白そうな幾つかの見本に言い寄って誘惑した。そのような極めて素晴らしく野望に燃えている定命の者達をShezarrとAedraたちから盗み去ることは、Daedraの貴族たちにとって格別の喜びであった。「お前たちは、自分の体を駄目にするという点で馬鹿者であるだけではない」Daedraの貴族たちは喜悦の笑みを浮かべた。「めめしいAedraの弱々しい低俗よりもDaedraの貴族たちの栄光と力を好むような、飛び抜けて優れた連中を手元に置いておくことさえ出来ないのだからな」」
　Aldmerの「世界の心臓」〔"The Heart of the World"〕

　注釈：この部分は、「High Elf（Aldmer）の創造神話」として知られているものである。
　「Anuは、全存在に取り囲まれており、全存在を取り囲んでいた。そして、Anuは彼の魂であり全存在の魂であるAnuielを創造して、彼は自身を知ったであろう。あらゆる魂と同様にAnuielは自己に対する内省に耽っていたので、それ故に、彼には自身の姿形・性質・知性を識別する必要が在った。こうして、Anuielが自身に関する熟考のために使用するだろう全限界の総計である、Sithisが生まれた。それ故に、全存在の魂であるAnuielは多数の事物になって、これらの相互作用がAurbisであった、そして、Aurbisである。
　計画なしにAnuielの熟考が続いていたので、最初の内は、Aurbisは荒れ狂い混乱していた。そして、Aurbisの諸様相は、従うべき予定を、あるいは、それによって完全なる知識の外側で少し長く愉快に過ごせるかも知れない手順を求めた。そして、Anuは彼の魂の魂であるAurielを創造して、このようにもまた彼は自身を知ったであろう。Aurielは、時間と呼ばれる新しい力として、Aurbisを通じて流れた。時間によって、Aurbisの様々な諸様相は自身の本質と限界を分かり始めた。それらは、Magnus、Mara、あるいはXenのように名前を取った。これらの１人であるLorkhanは、本質というよりも限界であるため、彼は決して何処でも長くは耐えられなかった。
　Anuielの全様相の一員となった時に、ほぼ完全に限界を基盤とする１個の着想をLorkhanは植え付けたのであろう。Aurbis、すなわち、そこでは自己に対する内省さえも諸様相の諸様相〔※３〕に許されるだろう場所、そのために魂を創り出す計画の概要をLorkhanは述べた。彼は多数の支持者を集めた。Aurielでさえも、自身が新世界の王になるだろうと言われて、Lorkhanの援助に賛同した。そして、彼らはMundusを創造した。そこでは、彼ら自身の諸様相は生きて、そしてet'Adaたちになった。
　しかし、これは詐欺であった。Lorkhanは、この世界が少なくない諸限界を含んでおり、それ故に、ほぼ完全にAnuのような事物は存在していないことを知っていたのだ。Mundusは〈Sithisの家〉〔House of Sithis〕であった。彼らの諸様相は次々に死に始めて、多数のet'Adaたちが完全に消え去った。Magnus〔魔術の神〕のように、ある者達は脱出した。それ故に、魔術に限界は存在しない。Y'ffreのように、その他の者達は、全世界が死に絶えないように、自身たちを〈大地の骨〉〔Earthbones〕であるEhlnofeyに変形させた。ある者達は、ただ生き抜くためだけに、結婚して子供を作らねばならなかった。各世代は以前の世代よりも虚弱であり、間も無くAldmerになった。邪悪が押し寄せてきた。Lorkhanは極めて虚弱である魂から諸軍勢を作り上げて、それらを人間と名づけた。彼らはSithisを全領域に持ち込んだ。
　自身たちを引き戻すように、AurielはAnuに嘆願した。しかし、他の何らかによって、Anuは彼らの〔居るべき〕場所を既に満たしていた。だが、Anuの魂は極めて親切であるため、Aldmerを人間の大群から救うために、自身の弓と盾をAurielに与えてくれた。ある者達は、Chimerのように、堕落したet'Adaたちの言葉に耳を貸して既に滅んでしまった。その他の者達は、Bosmerのように、人間の妻を娶って血筋〔Time's line〕を汚してしまった。
Aurielは〈古の森〉〔Elder Wood〕であるAltmoraを救えなかった。それは、人間の手に渡った。人間は南と東の〈古のEhlnofey〉〔Old Ehlnofey〕に追われて、ややLorkhanは遅れて付いていった。彼は、その大地を砕いて多数に分けた。ついに、Auriel の極めて偉大である騎士のTrinimacが、Lorkhanを彼の軍勢の前で打ち倒して、死力を尽くして彼の心臓を取るまでに至った。彼は破滅した。人間はLorkhanの肉体を引き摺っていくと、Aurielの継承者に対する永遠の血の復讐を誓ったのである。
　しかし、TrinimacとAurielがLorkhanの心臓を破壊しようとすると、それは笑って彼らに告げた。「この心臓は世界の心臓〔※４〕である。何故なら、一方は他方を満足させるために作られたものだからである」そこで、この事物をAurielは矢に固定して、新世界の如何なる様相も見つけられないような遠くの海の中まで飛ばしたのである。
　訳注
　本文のような神話は極めて難解である。とりわけ、Aldmerの「世界の心臓」は、思弁的傾向が強いために難解である。それ故に、その読解のために幾つかの要点を指摘しておきたい。結論から述べるならば、その神話の主題は「自己と死の同時的誕生」である。そもそも、死は限定によって誕生するものである。何故なら、ある存在が時空間的に限定されることが、その存在の死に他ならないからである。そして、他方に於いて、そのように時空間的に限定されることによって、その存在は他者から区別される自己として誕生する。ここで、もしも自己が存在しないならば、その自己の死は存在しないだろう。何故なら、その死の主体は存在しないからである。この観点は、とりわけ日本的死生観に於いて顕著である。すなわち、「土に還る」ことによって、つまり、自己性を喪失することによって、ある意味では、自然に一体化する死者は生き続けるのである。逆に言うならば、自己として存在することの始まりは、自己として死ぬことの始まりであるのだ。
　さて、「全存在に取り囲まれており、全存在を取り囲んでいた」Anuは、すなわち無限定の存在である。しかし、彼は「彼以外」であるAnuielを創造して「彼は自身を知った」。ここで、Anuは「彼以外」から区別される存在になった。すなわち、これは、Anuが自己として存在することの始まりである。そして、その後の諸限定――Anuielの「全限界の総計である、Sithisが生まれた」、先後的限定であるAurielすなわち時間の誕生、限界そのものであるLorkhanの誕生――を通じて、「〔無限定の存在である〕Anuのような事物は存在していない」ような、「〔Anuielの全限界の総計である〕〈Sithisの家〉であった」ような、Mundusに於いて死は誕生することになる。このように、時空間的限定による自己の誕生は死の誕生に同時的であるのだ。
実際のところ、Tamrielの創造神話は、何れも「自己と死の同時的誕生」を主題としている。すなわち、それらの何れもLorkhanによる死の誕生を含んでいるのである。ここで注意すべきは、そのLorkhanの所業に対する、人間とAldmerの態度の差異である。単純化するならば、前者は楽観的であり、後者は悲観的である。そして、両者の態度は、「自己と死の同時的誕生」に対する典型的態度である。すなわち、「自己として存在するためには、つまり生まれるためには、死を不可避的に了承せねばならない」ということに対して、前者は「生まれる」ことを、後者は「死を不可避的に了承せねばならない」ことを重視しているのである。もちろん、その何れかのみを重視することは正しくないだろう。何故なら、現実に生きていることは、その何れをも暗黙裡に前提していることだからである。
　以上のように考えるならば、Tamrielの創造神話は決して難解ではないだろう。すなわち、それらは、「自己と死の同時的誕生」すなわち「生と死の同時的誕生」を主題とすることによって、Tamrielの人々にとっての実存〔現実存在〕を明らかにするものであるのだ。
　※１　「精霊」の原語である「spirit」は「霊魂」も意味するが、「〔spiritである〕Anuは彼の魂であり全存在の魂であるAnuielを創造して」という記述から、あえて「精霊」と訳出する。

※２　星々の周期によって脱皮のサイクルが計測される。

※３　Aurbisの諸様相は、Magnus、Mara、Xen、Lorkhanなどである。「〔Aurbisの〕諸様相の諸様相」は、et'Adaたちである。

※４　「心臓」の原語である「Heart」は「中心」も意味する。すなわち、TrinimacとAurielにとっても、Lorkhan〔の心臓〕は不可欠の存在であるということだろう。

　上記と下記の注釈はサイト「The Imperial Library」の管理人によるものである。
　注釈：実際のところ、Michael Kirkbrideによって作られた、The Essential Site に於ける郵便ポストから我々が本書を受け取った際には、それは大部の４巻に分けられていた。それらは、「Monomyth」、「High Elf（Aldmer）の創造神話」、「Cyrodiilの創造神話」、「Yokuda（Redguard）の創造神話」として知られている。そして、Michaelによれば、それらの書物の著者とは、神話や伝承などを扱っているミステリアスな帝国の協会、すなわち〈零寺院協会〉〔Temple Zero Society〕である。この協会の実態を我々は把握しておらず、ただ名前を知っているだけである。
